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論文は、以下の目次に示すとおり、本文 10 章および序論と結論から構成される。 
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 2013 年 2 月 7 日に宇田和子氏から本学位請求論文の提出を受けて、大学院政策科学
研究科教授会のもとに同年 2 月 19 日に学位論文審査小委員会が設置された。審査小委
員会は、同年 4 月 13 日に第 1 回小委員会を開催し、論文の構成と内容、研究手法、学
問的意義等について審議した。その後、書面等による筆者への疑問点の確認等を行う
など予備的な審査を経て審査者の指摘等をふまえて若干の本論文の加筆が行われ、こ











































ている。                                                               
 
３．結論 
  以上検討してきたように、本論文は、実証に根ざした理論形成という方法論的志向によ
って一貫して支えられ、カネミ油症問題についての掘り下げた実証的研究を達成し、それ
に依拠しつつ、本問題が的確に解決されてこなかった複雑な社会過程、行政過程を理論的
に詳細に解明している。さらに、「食品公害」を新たな理論概念として提起し、その解決
のための説得力のある政策提言を提起しており、実証と理論と政策提言の諸面にわたって
顕著な独創性と学術的貢献が認められるものである。 
 このような評価に基づき、学位論文審査小委員会は、委員全員の一致した意見として、
宇田和子氏に博士(政策科学)の学位が授与されるべきであるとの結論に達した。 
